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Ⅰ　緒言
　ハンドボールでは，ボールコントロールに際しての指先の
感覚や操作は非常に重要であり，ボールのリリース時に手首
と指先の操作によって，ゴールキーパーの逆や空いているコー
スへシュートをコントロールしたり，指先をボールにひっか
けてボールに回転を加えたりしている（明石ほか，2019）。そ
のため，ボールを握る際に指先が滑らないようにすることを
目的に，いくつかのボール保持補助品が利用されている。
　代表的な補助品である松やにについては，松やにの使用に
よりボール速度が上がること，片手でのボール操作において
上肢の速度が増加することが明らかになっている。ボール速
度については，ジャンプシュート（笹倉ほか，1981）におい
て，素手で投げた場合と比較して松やにを使用することで有
意に球速が増大することが報告されている。このような結果
が得られた理由として，松やにの使用によりボールを握って
操作できるため腕の可動範囲が大きくなり，ボールに加速を
加える距離が長くなったことが要因として想定されている。
また，大西ほか（1981）は，男子大学生を対象に片手でボー
ルを保持して上肢を操作する際の速度を測定し，素手の場合
と比較して松やにを使用することでボールを保持した上肢の
速度は増大し，特に上方への引き上げおよび振り上げてストッ
プする動作において速度が高まることを報告している。

　国際的には松やにが利用されているが，日本では必ずしも
松やにをボール保持補助品として使用する場合ばかりではな
い。実業団の日本ハンドボールリーグや，都道府県代表チー
ムや日本リーグチームが参加する日本ハンドボール選手権大
会など国内トップレベルの大会では松やにの使用が認められ
ている（日本ハンドボール協会，2020）。一方で，大会や練習
が行われている公共の体育館においては，体育館の床やドア
ノブ等が汚れることなどを理由に，松やにの使用が許容され
ているのは稀である。全国中学校ハンドボール大会，全国高
等学校総合体育大会，全日本学生ハンドボール選手権大会等
の全国レベルの大会でも，屋内で実施される場合には原則松
やにの使用が禁止され，両面テープが代替品として使用され
ている現状にある（日本ハンドボール協会，2016，2018，
2019）。
　しかし，松やにの代用品としての位置づけであっても，
シュート時のボール速度増加やボール把持力増大による
シュートの精度向上，さらにはボールを保持した状態での上
肢の移動範囲の拡大など，両面テープを装着することで様々
な利点が生じる可能性がある。これまでに，大学生において
素手での投球時と比較して両面テープを装着してオーバーハ
ンドスローで投げたボールの球速が上昇する可能性が報告さ
れてきている（山本ほか，1991）。また，両面テープの装着に
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ト動作測定で，ゴールの左右上隅に取り付けた的に対して全力でジャンプシュートを行わせた。また，パス動作測定はボールを
キャッチして走りながら約 15m先に走りこんでくる受け手にパスをさせた。さらに，測定後に質問紙にて両面テープと松やにの
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　シュート動作測定での得点においては，素手，両面テープを使用した場合，松やにを使用した場合の全ての条件間でおいて有意
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保持補助品の違いによる有意な差異は認められなかった（p = 0.84）。この結果から，ボール保持補助品として両面テープを用いて
も，松やにと同様のプレーをすることが可能であることが示唆された。
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よりシュートの精度が向上することも報告されている（山本
ほか，1989）。両面テープを装着することでシュートの速度向
上する理由としては，大きなバックスイングからスムーズな
フォワードスイングへの移行及び，身体の大きなしなり，そ
して手首の後方への深い返しが可能になるという要因（山本
ほか，1991）が，パスの精度向上の理由としては，ボール把
持力が高まることで手首の可動範囲が大きくなり，手首を使っ
た「方向づけ」がしやすくなることが想定されている（山本
ほか，1989）。さらに，両面テープの装着によって，遠投の距
離は変わらないものの，フォームが大きくなる傾向も報告さ
れている（山本ほか，1989）。
　このように，松やにと両面テープそれぞれの使用によって
シュートの球速やパスの精度に変化が生じる可能性が示唆さ
れているが，それぞれの影響度について詳細な検討はなされ
ていない。また，ボールコントロール時における松やにおよ
び両面テープの使用感についても比較・検討がなされていな
い。使用するボール保持補助品の違いが粘着の強度やそれに
よる感覚，さらには実際に投球したボールの速度や精度，そ
れらに関連するフォームなどに影響を及ぼすならば，諸条件
によって両面テープを使用して練習や試合をせざるを得ない
状況にある選手が松やにを使用した場合に，最大のパフォー
マンスを発揮できない可能性がある。そのため，松やにおよ
び両面テープ両者の性能や使用による効果の差異を明らかに
することは，両者の使い分けに寄与するだけでなく，松やに
の使用が国際的な主流となっていることに鑑みれば，世界大
会での活躍を念頭にした練習等においても有益な知見を提供
しうる可能性がある。
　これらを背景に本研究では，日本における代表的なボール
保持補助品である松やにおよび両面テープの両者について，
これらの使用によるシュート及びパスにおける精度，さらに
それぞれの使用感について調査し，両者がハンドボールのパ
フォーマンスに及ぼす影響の差異について検討を行った。　

Ⅱ　方法
1．対象者および実施条件
　本研究では，法政大学の体育会女子ハンドボール部に所属

する女子大学生 10名を対象とした。そのうち右利きが 9名，
左利きは 1名だった。対象者には，シュート動作とパス動作
の各測定（「シュート動作測定」および「パス動作測定」）に
参加を依頼し，シュート動作測定には全対象者が，パス動作
測定には 9名（右利き 8名，左利き 1名）が参加した。対象
者の身体的特徴や競技歴，松やに，両面テープそれぞれの使
用経験年数について表 1に示す。
　全ての実験は，法政大学多摩キャンパスに設置されている
屋外ハンドボール場（屋外）で行った。

2．ボール保持補助品
　本研究においては，ボール保持補助品として松やにと両面
テープを使用して実験を行った。松やには，ハンドボール専
用松やに（モルテン社製，RE）を用いた。この松やにを，
シュート動作測定およびパス動作測定それぞれを開始する前
に，各対象者が通常の練習や試合で使用するのと同等の量を
両手の手指および手掌に塗布させた。
　他方，両面テープについては，幅 5cmの布両面粘着テープ
（セメダイン社製）を用いた。ハンドボールでは一般的に，非
伸縮タイプのテーピングを巻いた上から両面テープを巻く。
このテーピングおよび両面テープを巻く指は特に規定はない
が，本実験では事前に対象者全員にアンケート調査を行い，
多くの対象者がテーピング，両面テープともに 5本指すべて
に巻くとの回答を得た。これを受け，本研究においては全て
の対象者に対して，右手の全ての指に幅 2.5cmのテーピング
テープ（ゾナス，ジョンソンアンドジョンソン社製）を 3分
割した約 0.8cmのテーピングテープおよび両面テープを巻い
た上でシュート動作測定およびパス動作測定を開始させた。

3．シュート動作測定の実施方法
　ハンドボール競技では，試合中の約 70％がジャンプシュー
トであり（鈴木，2019），試合においてはロングシュートが最
も多用されている（河村，1989）。そのため本研究では，対象
者にロングシュートにおけるコントロールの測定を行わせた
山本ほか（1989）の実験を参考に，一般的にロングシュート
と判断される 9mラインからのジャンプシュートを採用し，

表 1　対象者の身体的特徴

年齢
(歳)

⾝⻑
(cm)

体重
(kg)

⼿⻑
(cm)

指幅
(cm)

握⼒
(kg)

競技歴
(年)

松やに
使⽤経験(年)

両面テープ
使⽤経験(年）

平均
±標準偏差

20.1
±1.4

161.3
±7.4

53.8
±4.2

18.2
±1.1

19.5
±1.4

32.6
±3.9

5.3
±2.7

2.9
±2.3

3.3
±2.2

最小値 18 145.0 45.0 16.0 17.5 26.3 1.5 0.0 1.5
最大値 22 170.4 59.0 20.2 21.8 39.5 11.0 6.0 8.0

平均
±標準偏差

20.2
±1.4

161.4
±7.2

53.2
±4.0

18.1
±1.1

19.5
±1.4

32.0
±3.8

5.0
±2.8

2.6
±2.2

3.5
±2.3

最小値 18 145.0 45.0 16.0 17.5 26.3 1.5 0.0 1.5
最大値 22 170.4 58.0 20.2 21.8 39.5 11.0 6.0 8.0

シュート
動作測定
（10名）

パス
動作測定
（9名）

使用経験(年)
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シュート動作測定を行った。
　シュート動作測定は，「素手」，「両面テープを用いる条件
（以下，両面テープ条件）」と「松やにを用いる条件（以下，
松やに条件）」の 3つの条件による試行を設定し，対象者ごと
にランダムに行わせた。この 3つの試行共通で，対象者には
十分なウォーミングアップをさせた後，10分間のパスおよび
シュート練習を行わせた。次に，ゴールの左右の両上隅に 30

㎝四方の布を吊り下げ，対象者に「全ての試技において全力
投球で的を狙ってジャンプシュートをする」ように指示した。
ボール全体が的に収まっていたものを 2点，ボールの一部が
的に当たったものを 1点とした（図 1）。シュートは，素手，
両面テープ条件，松やに条件のそれぞれにおいて，右上の的
を狙って 5本，左上の的を狙って 5本，計 30本行い，合計得
点を算出した。
　シュートする際には，9mラインで踏み切るように指示した
（図 2）。また 6mラインにはディフェンスを 1名配置し，シュー
トを妨げるように両上肢をハンズアップさせた。ディフェンス
は対象者に接近または離隔せず，6mラインに沿ってのみ移動
できることとした。両面テープ条件の場合，両面テープに砂
がつき粘着力が落ちてしまうため，5本投げ終えた後に新しい
両面テープに貼り替えるよう指示した。また，松やに条件に

おいては，粘着力がなくなったと対象者それぞれが判断した
時点で塗り直すよう指示した。なお，ボールは 2号球（molten

社製，ヌエバ X5000）を使用した。さらに対象者の後方と右
側からビデオカメラ（SONY社製デジタル HDビデオカメラ
レコーダー）を用いて記録撮影を行った。

4．パス動作測定の実施方法
4.1　測定条件と方法
　パス動作測定では，試合における 2次速攻を想定した形で
実験を計画した。ハンドボールにおける攻撃は速攻と遅攻に
分けることができ，試合において速攻の割合は全体の 14.8％
と低いが，攻撃成功率は 73.8%と高く攻撃の有効な方法として
使われている（河村ほか，1985）。また，勝利したチームと敗
北チームに分けて速攻による攻撃の割合をみると，勝利チー
ムが 21.8%であるのに対して，敗北チームは 7.7％に留まって
おり，勝利チームにおける速攻の割合は敗北チームの約 3倍
に達しており，速攻が攻撃の有効な手段であると報告されて
いる（河村ほか，1985）。さらに，速攻は 1次，2次，3次に
分けることができ，そのうちの 43.8%が 2次速攻である（八
尾，2013）。この 2次速攻とは，相手チームが完全に帰陣して
おらず防御システムが機能していない状態の中攻めることで
あり，素早い走りと素早いパスのコンビネーションで攻撃を
行うことが重要とされている（八尾，2013）。これらの先行研
究を背景に，本研究においては攻撃の有効な手法とされてい
る 2次速攻を想定してパス動作測定を計画した。
　パス動作測定の各試技には，対象者がパサーからボールを
受け取り，2m四方のパスエリアから 3mのキャッチラインに
走りこむ人に向けてパスをするという動作を用いた。パス動
作測定における測定条件を図 3に示した。図中のバツ印（×）
は左から対象者，パサー，パスの受け手のスタート位置であ
る。対象者からみてパスエリアの左奥のコーンをセンタ―ラ
インから 5m，サイドラインから 2mの位置に置き 2m四方の
パスエリアを設定した。また，キャッチラインはパスエリア
のセンターラインを挟んだ反対側で，9mラインの真ん中とセ
ンターラインの端をつないだ線上に 3m開けて設置した。パス
エリアからキャッチラインの距離は 15mであった。対象者と
パスの受け手には，パサーがドリブルを開始したのと同時に
スタートするよう指示し，受け手には毎回同じスピードで走
るよう指示した。また，対象者にはスピードのあるライナー

図1 シュート動作における評価方法

2点 1点 1点

図 1　シュート動作における評価方法

図2 シュート動作における対象者の踏切位
置とディフェンスの配置

図 2　�シュート動作における対象者の踏切位置とディフェンス
の配置
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パスをするよう指示した。パサーはハンドボール歴 4年の現
役大学生プレーヤーが担当した。

4.2　パスを補給する位置の設定
　パス動作実験の試行は，素手，両面テープ条件，松やに条

件それぞれにおいて 16本ずつ行った。大西ほか（1981）は松
やにを使用することによってボールを下から上にあげる引き
上げ動作が速くなることを報告している。また，山下（2006）
はバックスウィング局面においてボールを高い位置へ素早く
引き上げる技術が，前腕フォワードスウィング局面における
ボールに対する力の加え方に影響していると報告している。
これらの報告に鑑み，ボール保持補助品の使用によりバック
スウィングまでに距離のあるとりにくい位置へのパスを受け
るシチュエーションから試技を開始することにより，素手で
の試行と比較してボール保持補助品を使用することの影響が
大きくなると想定した。これに基づき，パス動作測定におけ
る試行の全 16本のうちの 8本は対象者が「捕りやすい位置」
へのパスを受けるシチュエーションから，もう 8本は「捕り
にくい位置」へのパスを受けるシチュエーションから開始し
た。この時捕りにくい位置は，腰から下（図 4中），腰から上
の手をめいっぱい伸ばした位置（図 4右）とした。対象者は，
パスを受ける際に捕りやすい場所へのパスと捕りにくい場所
へのパスを，事前に知らされない状況でランダムに受け取り
各試技を開始した。
　また，対象者が最終的にパスをする受け手がキャッチライ
ン（図 3）上でボールを取る位置で得点化を行った。捕りやす
いといわれている胸の位置かつ進行方向である真ん中と左真
ん中を 4点，進行方向ではあるが胸より高い位置である左上
と上を 3点，進行方向ではあるが，次の動作に移りにくい左
下と下を 2点，それ以外を 1点とした（図 5）。また，受け手
が明らかに加速や減速してキャッチしたものは点数 -1とした。

5．質問紙による身体的情報および各測定に対する調査
　全ての実験後，身体的特徴や実験時の感想などについて質
問紙を用いて調査した。質問紙では，身長（0.1cm単位），体
重（0.1kg単位），競技歴（年単位），松やにの使用経験年数
（年単位），両面テープの使用経験年数（年単位），シュート及
びパス動作測定において松やにと両面テープどちらがやりや
すかったか（記述式）およびやりやすかった理由（自由記述）

図3 パス動作測定における測定条件

図 3　パス動作測定における測定条件

　　　　　　取りやすい位置　　　　　　　　　　　取りにくい位置（下方）　　　　　　　　 取りにくい位置（遠方）
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ンから開始した。この時捕りにくい位置は，腰から下（図 4 中），腰から上の手をめいっぱ

い伸ばした位置（図 4 右）とした。対象者は，パスを受ける際に捕りやすい場所へのパス

と捕りにくい場所へのパスを，事前に知らされない状況でランダムに受け取り各試技を開

始した。  

 

  取りやすい位置    取りにくい位置（下方）  取りにくい位置（遠方） 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 パス動作測定における開始時のパスを受ける位置 

 

また，対象者が最終的にパスをする受け手がキャッチライン（図 3）上でボールを取る

位置で得点化を行った。捕りやすいといわれている胸の位置かつ進行方向である真ん中と

左真ん中を 4 点，進行方向ではあるが胸より高い位置である左上と上を 3 点，進行方向で

はあるが，次の動作に移りにくい左下と下を 2 点，それ以外を１点とした（図 5）。また，

図 4　パス動作測定における開始時のパスを受ける位置
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を回答させた。また，手長（0.1cm単位），指幅（0.1cm単位）
を測定した。手長は第 3指突端から橈骨，尺骨と第 1腕関節
の接合点の長さ，指幅は掌を最大限に開いたときの第 1指突
端と第 5指突端の長さとした。

6．倫理的配慮
　研究に先立ち，対象者には口頭及び書面で，研究目的およ
び概要を説明した。また，本研究への参加は対象者が自由に
決定することができ，同意しなくても何ら不利益を被らない
こと，同意した後でもいつでも同意を取り消すことができる
ことを伝え，参加・協力の同意を得た。同意が得られた者を
対象に，上記の測定・調査を行った。

7．統計処理
　シュート動作測定で得られたデータについては ANOVA4を
用いてボール保持補助品の種類（3水準）を要因とする一要因

分散分析を行った。また，パス動作においてはボール保持補
助品の種類（3水準）とパスの受け取り位置（2水準）を要因
とする二要因分散分析を ANOVA4を用いて行った。有意な主
効果および交互作用が認められた場合には，ANOVA4を用い
た事後検定を行うこととした。全ての統計処理において，有
意水準は a = 0.05に設定した。また，特別な指示がない限り，
統計的な数値については小数点第 2位まで示した。

Ⅲ　結果
1．シュート動作測定における結果
　シュート動作測定における素手，両面テープ条件，松やに
条件での得点の平均値及び標準偏差を図 6に示した。一要因
分散分析を行った結果，素手，両面テープ条件，松やに条件
のボール保持補助品の種類（3水準）を要因において有意な主
効果は認められなかった（F[2,29] = 0.08，P = 0.92）。

　　　　　　　　　　　　　　　4点の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3 点の場合

図5 パス動作測定において受けてがボールを
キャッチした位置ごとの得点

進⾏方向 進⾏方向

4点の場合 ３点の場合

︓キャッチしたボールの位置

図5 パス動作測定において受けてがボールを
キャッチした位置ごとの得点
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図5 パス動作測定において受けてがボールを
キャッチした位置ごとの得点
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4点の場合 ３点の場合

︓キャッチしたボールの位置
図 5　パス動作測定において受けてがボールをキャッチした位置ごとの得点
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図 6　シュート動作における素手，両面テープを用いた条件および松やにを用いた条件における得点の差異
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2．パス動作測定における結果
　パス動作測定における素手，両面テープ条件，松やに条件
における得点の平均値及び標準偏差を図 7に示す。二要因分
散分析を行った結果，ボール保持補助品の種類（3水準）とパ
スの受け取り位置（2水準）それぞれに有意な主効果および交
互作用は認められなかった（F[2,53] = 0.173，P = 0.84）。さら
に，捕りやすいパスと捕りにくいパスを合わせた（図 7では
全体と表記）素手，両面テープ，松やにの 3水準における一
要因分散分析の結果，シュート動作同様に有意な主効果は認
められなかった（F[2,26] = 0.30，p = 0.75）。

3．質問紙による調査の結果
　質問紙を用いて，シュート及びパスの両動作測定において
両面テープ条件と松やに条件それぞれのボールの保持や投動
作を行いやすさについて回答を求めた結果，シュート動作に
おいて両面テープ条件と答えたものは 10名中 6名，松やに条
件と答えたものは 4名であった。また，パス動作において両
面テープ条件と答えたものは 9名中 7名であったのに対して，
松やに条件と回答した者は 2名に留まっており，両動作測定
において両面テープ条件でボールの操作のしやすさを感じて
いたことが示された。

Ⅳ　考察
1．�ボール保持補助品使用によるシュートおよびパスの精度へ
の影響

　素手によるシュート動作測定の得点は 3.3 ± 2.3点であり，
両面テープ条件の 2.9 ± 2.0点，松やに条件の 3.1 ± 1.8点と比
較して有意な差異は認められなかった。また ,パス動作測定に
おいても，素手で行った場合の得点が全体である 16.9 ± 5.8点
と比較して，両面テープ条件の 17.9 ± 5.2点，松やに条件の
17.3 ± 5.5点それぞれとの間に有意な差は認められていない。
今回得られたこれらの結果から，両面テープや松やになどの
ボール保持補助品によって，シュート及びパスの精度に影響

はないことが示された。
　両面テープの使用に着目して先行研究の結果を検討すると，
両面テープの装着によってジャンプシュートのシュートコン
トロールに有益であることが報告されている（山本ら，
1989）。山本ほか（1989）は，両面テープ使用による効果が生
じた要因として，両面テープを装着することにより手首の可
動範囲が広がりボールの「方向づけ」が可能になったと想定
している。本研究ではシュート動作測定における両面テープ
条件での得点は 2.9 ± 2.0点であったが，素手での得点である
3.3 ± 2.3点と比較して有意な差異は認められていない。これを
踏まえると，本研究のシュート動作測定で用いたゴールの角
をロングシュートで狙う課題においては，素手の状態でも両
面テープを用いた場合と同等の「方向付け」が可能であった
と推測される。
　今回，ボール保持補助品を使用してもシュート及びパスの
精度が向上しなかった理由として，シュートフォームへの影
響が想定される。今回シュート動作測定およびパス動作測定
時に撮影したビデオを分析したところ，素手とボール保持補
助品使用時の間にシュートフォームの違いがみられた。腕を
後方に引く「バックスイング局面」において，素手でボール
を投げた場合と比較して，ボール保持補助品を使用した条件
において，上肢を後方に引いた最大位がより後方に位置して
おり，それに伴う体幹のひねりの程度も大きかった。図 8は
ビデオ映像から対象者 Aにおける素手，両面テープ使用，松
やに使用それぞれのバックスイング完了時（ボールを持った
上肢の肩関節の最大外旋位に至った時点）のフォームを抽出
して例示したものである。これらの写真を比較すると，両面
テープ条件（図 8中）および松やに条件（図 8右）において
は肩関節の外旋によって保持したボールがより後方に位置し
ており，後方から対象者の後頭部を確認することができる。
他方，素手でボールを保持してのシュート時（図 8左）には，
対象者の後頭部はボールに隠れて確認できず，バックスイン
グに際してボールを後方へ引く動作が小さいと判断できる。
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図 7　パス動作測定における素手，両面テープを用いた条件および松やにを用いた条件における得点の差異
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他の全ての対象者において分析したところ，素手でシュート
した場合とボール保持補助品を使用した場合で，10人中 7人
において同様の頭部と上肢との関係が確認された。本研究の
シュート動作測定においては，条件を問わず全ての試技に際
して「全力投球で行うように」と指示をしていた。それにも
関わらずこのようなフォームに違いが見られた要因の一つと
して，素手で行う際には，正確にボールの「方向づけ」をす
るために無意識に保持しているボールを安定させるような
フォームで投球していた可能性が想定される。
　さらに，ボール保持補助品を使用バックスイングバックス
イング，身体の大きなしなりはボール速度増加の要因である
と報告されている（山本，1991）。本研究においては，シュー
ト動作測定において球速は測定できていないが，バックスイ
ングなどの状況に鑑みればボール保持補助品によりボール速
度が増加していると推測できる。今後，ボール保持補助品に
よるシュートやパスの精度に加えて，ボール速度も測定した
上で検討を進めることで，ボール保持補助品がハンドボール
における投球に及ぼす影響について新たな知見を提供できる
可能性がある。

2．�ボール保持補助品の違いによるパフォーマンスへの効果及
び使用感における差異

　本研究で実施したシュート動作測定においては，両面テー
プ条件の得点は 2.9 ± 2.0点であり，松やに条件における 3.1 ± 

1.8点と比較して有意な差異は認められなかった。また，パス
動作測定における両面テープ使用時の得点は捕りやすいパス
と捕りにくいパスを含めた全体で 17.9 ± 5.2点，松やに条件で
は 17.3 ± 5.5点であり，パスの精度においてもボール保持補助
品の違いによる有意な差異は認められなかった。この結果か
ら，ボール保持補助品である松やにと両面テープの間に，

シュート及びパスの精度への及ぼす影響の大きさに差異がな
いことが示された。この結果に鑑みれば，従来トップレベル
の大会で主として使用されている松やにを用いた場合と，ボー
ル保持補助のための代替品である両面テープを用いた場合と
でシュートやパスの正確性は変わらないと判断できる。これ
は，通常のトレーニングにおいて両面テープを用いていても，
公式の大会等で松やにを用いた場合と同様のフォームで，さ
らには同様の球速や精度でプレーすることが可能であること
を示唆している。松やにと両面テープの粘着力や粘着の持続
性などにおける差異，さらにはそれらの差異がプレーに及ぼ
す影響については今後更に検討する必要がある。しかしなが
ら，本研究の結果から，少なくとも両面テープがハンドボー
ルを扱う上で機能的に劣る保持補助品ではないことが示唆さ
れた。
　また，シュートの際の動作・フォームにおいても両面テー
プ条件と松やに条件では違いが認められなかった。対象者 A

のシュート時のフォーム（図 8）においては，両面テープを使
用した場合に松やにを使用した場合と比較して，バックスイ
ングが大きいが，他の対象者においては松やにと両面テープ
の両保持補助品による明確なフォームの差異は確認できな
かった。しかしながら，質問紙調査による使用感に関する回
答をみると，両面テープ条件では，「しっかり手にくっつく」，
「自分でどの部分につけているのかわかるので投げやすい」，
「プレーが安定する」という意見がある一方で，「粘着力があ
りすぎる」，「テーピングによって関節が曲がりにくい」，「粘
着力を調節できない」という意見が得られた。また，松やに
については「素手のような感覚で指を自由に扱えることがで
きる」，「粘着力を調節できる」，「指につきすぎないため両面
テープより自分の意図したタイミングでボールを離すことが
できる」という意見が得られた一方で「掌にも松やにが付き

図8 シュート動作測定時の素手（左），両面テープ条件（中）および
松やに条件（右）の最大バックスイング時のボールの位置と頭部との関係

素手 両面テープ条件 松やに条件
　　　　　　　素手　　　　　　　　　　　　　　　両面テープ条件　　　　　　　　　　　　松やに条件

図 8　�シュート動作測定時の素手（左），両面テープ条件（中）および松やに条件（右）の最大バックスイング時のボー
ルの位置と頭部との関係
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ボールが手にくっつきすぎてしまう」，「手についている松や
にの量が一定ではないのでプレーが安定しない」という意見
も散見された。つまり，両面テープは粘着力がありかつ一定
であるためプレーは安定するが，関節が曲げづらく使用者に
手指の圧迫感を感じさせてしまう可能性が推察される。また，
松やには素手のように自由な感覚で指を自由に操り，細かい
コントロールができ，粘着力の調節もできる一方で，松やに
をこまめに付け足しプレーをするためプレーが安定しないと
感じている選手が存在することが示された。また，両面テー
プと松やにの粘着力に差を感じているものは 10人中 5人おり，
ボールをつかむ強さをボール保持補助品によって調節してい
ることが推測される。この使用感の違いから，松やにと両面
テープ使用時とではボール把握時の力の入れ方，指や手首の
動かし方が異なると推測される。
　本研究においては，ボール保持補助品の違いはシュートや
パスにおける精度に明確な影響を及ぼさなかったが，補助品
使用時の感覚については明確に差異を感じていた。今回，
シュート及びパスにおいて両面テープ条件の方が松やに条件
よりも投げやすくコントロールしやすかったという趣旨の回
答が多くみられたが，これは対象者が普段の練習において主
に両面テープを使用していることに基づく「慣れ」の影響が
反映した結果である可能性もある。しかしこれは反対に，今
回の対象者が松やにの使用に「慣れ」ていなかったと言い換
えることも可能である。今回のような，普段の使用による慣
れの影響を排除した上で松やにおよび両面テープというボー
ル保持補助品のシュートやパスの精度や球速などに及ぼす影
響を行うことが今後の重要な課題であろう。

Ⅴ　結語
　本研究では，日本のハンドボールにおいてボール保持補助
品である松やにの代用として両面テープが利用されているこ
とを受け，ボール保持補助品の違いによるシュート及びパス
における精度，またそれぞれの使用感について比較・検討を
行った。その結果，ボール保持補助品である松やにと両面テー
プの間に，シュート及びパスの精度への及ぼす影響の大きさ
に差異がないことが示され，少なくとも両面テープがハンド
ボールを扱う上で機能的に劣らないことが示された。そのた
め，両面テープを用いても，松やにと同様のプレーをするこ
とが可能であることが示唆された。
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